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は じ め に .
「 蘇 林 の 資 源 化 と そ の ' 多 様 性 w に つ い て 』
~ 屋 久 町 : 中 間 集 落 の 事 例 か ら ~
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人 間 活 動 の 森 林 へ の ア フ 。ロ ー チ は 、 人 間 の 森 林 に 対 す る 「 価 値 づ け J に 支 え ら れ て 行 わ れ
る 。 こ の 価 値 づ け は 、 森 林 を 商 品 経 済 の 対 象 と し て み な す 商 品 的 な 価 値 か ら 、 水 源 掴 養 ・
土 砂 流 出 防 止 と い っ た 公 益 維 持 的 な 価 値 、 多 様 な 森 林 生 態 系 に 対 す る 知 的 探 究 心 に 基 づ く
学 術 的 な 価 値 、 信 仰 ・ ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー の 対 象 と い っ た 精 神 的 な 価 値 に 至 る ま で 、 多 様
な 価 値 に 基 づ い て 行 わ れ る 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の 価 値 を 共 有 す る ア ク タ ー が 、 そ れ ぞ れ 異
な る 形 で 森 林 利 用 、 環 境 改 変 を 行 う こ と に な る 。 本 報 告 で は 、 こ の 多 様 な 価 値 付 け → ア プ
ロ ー チ へ の プ ロ セ ス を 「 森 林 の 資 源 化 」 と 呼 び 、 屋 久 島 の 西 南 に 位 置 す る 中 間 集 落 ( 地 図
1 ) に お い て 、 そ の 空 間 的 ・ 時 系 列 的 な 展 開 を 追 っ て い く 。
1. 中 間 集 落 の 概 要 と 4 つ の 森 林 利 用 区 分
屋 久 町 : 中 間 集 落 は 、 海 岸 線 か ら 中 間 川 の 両 岸 に か け て 展 開 す る 125 世 帯 、 2 0 0 人 程 度 の
小 集 落 で 、 あ る 。 屋 久 島 の 集 落 は 、 海 岸 沿 い の 要 地 に 一 定 の 距 離 を 置 い て 点 在 し て い る 。 各
集 落 は 、 港 ・ 耕 地 ・ 薪 炭 供 用 林 を 有 し 、 海 岸 線 か ら 島 の 中 心 部 に 向 か う 線 上 に 位 置 す る 前
岳 の 高 峰 を 、 そ れ ぞ れ の 信 仰 の 対 象 と し 、 そ こ ま で の 森 林 と 主 に 関 わ る 傾 向 に あ っ た 。 中
間 集 落 の 場 合 、 七 五 岳 が そ れ に あ た る 。 す な わ ち 、 七 五 岳 か ら 中 間 川 を 中 心 に 海 岸 に 向 け
て 広 が る 稜 線 に 挟 ま れ た 「 パ イ 状 J の 地 域 ( 写 真 1 ) が 、 中 間 集 落 と の 関 わ り の 深 い 森 林
地 帯 と な っ て き た 。
文 献 ・ 聞 き 取 り に よ る と 、 近 代 以 前 か ら 住 民 の 生 活 の 重 点 は 海 に あ り 、 1950 年 代 半 ば ま で
は ト ビ ウ オ ・ カ ツ オ を 中 心 と し た 漁 が 盛 ん で 、 あ っ た 。 農 業 に 関 し て は 、 平 坦 な 耕 地 が 少 な
い 地 勢 の た め 、 1960 年 代 ま で 唐 芋 ・ 砂 糖 作 り が 限 定 的 に 行 わ れ た 程 度 で あ り 、 そ の 後 、 集
落 近 辺 の 傾 斜 地 に お い て ポ ン カ ン ・ タ ン カ ン 栽 培 が 広 ま っ た 。
元 来 、 集 落 住 民 に と っ て 、 山 ・ 森 林 は 、 漁 業 ・ 農 業 を 補 完 す る 程 度 の 生 活 的 価 値 、 ま た 、
七 五 岳 ( 山 の 神 ) 信 仰 と し づ 精 神 的 価 値 の 対 象 で 、 あ っ た よ う だ 。 と こ ろ が 、 明 治 期 に 入 り 、
地 租 改 正 ・ 国 有 林 下 戻 訴 訟 を 経 て 、 屋 久 島 に お け る 近 代 的 土 地 所 有 区 分 が 確 定 す る に 至 る
0 8 6 8 - 1 9 2 1 年 ) と 、 こ の 価 値 づ け と 資 源 化 の 構 図 は 大 き く 変 化 す る 。
以 下 で は 、 そ の 変 化 を 、 上 記 「 パ イ 状 J の 地 域 に お い て 生 じ た 、 4 つ の 森 林 利 用 区 分 か ら
考 察 し て み る ( 地 図 2) 。
①  七 五 岳 国 有 林 地
主 に 標 高 8 0 0 - 1 4 0 0 m の 屋 久 杉 針 広 混 交 林 地 帯 で 、 地 租 改 正 → 国 有 林 下 戻 行 政 訴 訟 の 結 果 、
国 有 林 地 と な り 、 そ の 後 、 一 貫 し て 国 有 林 の 直 接 管 理 下 に 置 か れ る 。 戦 前 ~ 戦 後 に か け て 、
モ チ ・ 屋 久 杉 成 木 の 生 産 が 行 わ れ 、 戦 後 か ら 、 寒 ラ ン ( 観 賞 用 ) 、 土 埋 木 ( 工 芸 用 ) 、 カ ヤ
( 碁 盤 用 ) と い っ た 曙 好 品 の 生 産 も 加 わ る 。 1950 年 代 後 半 か ら 1960 年 代 に か け て 、 国 有
林 直 営 ( 業 者 委 託 ・ 集 落 住 民 雇 用 ) に よ る 皆 伐 → パ ル プ ・ チ ッ プ ・ 木 炭 生 産 → ス ギ 造 林 が
部 分 的 に 行 わ れ る 。 し か し 近 年 、 材 質 ・ エ ネ ル ギ 一 転 換 、 外 材 の 導 入 、 自 然 保 護 運 動 な ど
を 受 け て 、 こ れ ら の 商 品 的 な 利 用 は 殆 ど な さ れ て い な い 。 一 部 は 森 林 生 態 系 保 護 地 域 に 指










































2. 森 林 利 用 区 分 に 反 映 さ れ る 森 林 の 資 源 化 の 多 様 性
こ の 4 つ の 森 林 利 用 区 分 に お い て 、 森 林 に 対 す る ア プ ロ ー チ は 、 異 な る 価 値 づ け に 基 づ く
多 様 な 形 態 を と っ て 推 移 し て き た 評 価 で き る 。
ま ず 、 ① 七 五 岳 国 有 林 地 と 、 ② と こ な み 上 ・ ③ と こ な み 下 、 ④ 集 落 ・ 海 岸 周 辺 地 区 は 、 明
治 期 に お い て 、 近 代 的 所 有 制 度 の 上 か ら の 包 摂 と 、 集 落 住 民 の 森 林 に 対 し て 抱 い て き た 生
活 的 価 値 な ど が 対 立 し た 結 果 、 そ の 境 界 が 明 確 化 さ れ た と し づ 起 源 を 持 つ 。 ② と こ な み 上
と 、 ③ と こ な み 下 は 、 集 落 住 民 の 感 じ る 生 活 的 価 値 の 度 合 い と い う 点 か ら 、 区 別 さ れ て き
た と い え よ う 。
し か し 、 時 期 を 経 る ご と に 、 こ の ゾ ー ン に 基 づ い て 森 林 の 資 源 化 を 把 握 す る の は 、 次 第 に
難 し く な っ て く る 。
そ の 第 一 の 理 由 は 、 「 価 値 づ け 」 ・「 ア ク タ ー J の 多 様 化 で あ る 。 特 に 明 治 期 の 終 わ り か ら 、
外 部 と の 繋 が り が 増 す に つ れ て 、 主 に 商 品 的 な 価 値 づ け を 通 じ て 、 こ の 地 域 の 森 林 と 関 わ
る ア ク タ ー が 増 加 し た 。 国 有 林 行 政 ( 屋 久 杉 ) を は じ め 、 島 外 業 者 ( 木 炭 ・ 枕 木 … ) 、 移 民
( 樟 脳 ・ 松 脂 ・ エ キ ス … ) と い っ た 新 た な ア ク タ ー が 、 パ イ 状 地 域 に お け る 森 林 利 用 に 加
わ っ て し 、 く 。 ま た 、 町 村 行 政 、 新 島 民 と い っ た ア ク タ ー も 、 公 益 的 価 値 、 精 神 的 価 値 に 基
づ く 森 林 の 保 全 に 向 け て 、 影 響 力 を 行 使 す る よ う に な っ て い る 。
そ し て 、 外 部 か ら の 価 値 づ け ・ ア ク タ ー の 多 様 化 に 伴 い 、 集 落 住 民 自 体 が 、 森 林 と の 関 わ
り に お い て 内 部 分 離 を 起 こ し て し 、 く 。 戦 前 か ら 戦 時 中 に か け て は 、 多 く の 住 民 が 、 異 な る
島 外 業 者 や 移 民 と 結 び つ い て 、 異 な る 形 で 森 林 の 商 品 的 利 用 を 進 め て い っ た 。 ま た 、 1970
年 代 に は 、 国 有 林 行 政 と 結 び つ い て 屋 久 杉 ・ 広 葉 樹 伐 採 を 支 持 す る 住 民 と 、 自 然 保 護 運 動
と 結 び つ い て 伐 採 停 止 を 求 め る 住 民 が 存 在 し た 。 す な わ ち 、 現 状 で は 、 森 林 に 対 す る 価 値
づ け を 基 準 に し た 場 合 、 「 集 落 住 民 J や 「 行 政 J と い っ た 枠 で ア ク タ ー を 想 定 す る の が 難 し
く な っ て い る 。 そ れ に つ れ て 、 元 々 こ の 両 者 の 利 害 を 想 定 し て 行 わ れ た ゾ ー ニ ン グ も 、 意
味 を 薄 れ さ れ る こ と に な っ た 。
第 二 の 理 由 は 、 多 様 化 す る ア ク タ ー に よ っ て 、 価 値 づ け ら れ る 「 資 源 の 形 J が 多 様 化 し て
い る こ と で あ る 。 例 え ば 、 集 落 住 民 の た め の 委 託 林 設 定 や 、 戦 後 の 大 規 模 伐 採 に お い て は 、
明 ら か に 前 岳 : 常 緑 広 葉 樹 林 帯 と い う 「 ゾ ー ン 」 ・ 「 空 間 」 を 対 象 と し た 森 林 利 用 が 意 識 さ
れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 国 有 林 直 営 に よ る 屋 久 杉 ・ カ ヤ な ど の 生 産 は 、 明 ら か に 個 別 の
「種 J ・ 「 物 質 J の 利 用 を 対 象 と し た も の で あ る 。
ま た 、 「 資 源 」 と し て 価 値 づ け る 際 の 方 向 性 に も 違 い が 見 ら れ る 。 明 治 期 頃 ま で の 住 民 の 生
活 的 価 値 に 基 づ く 薪 炭 採 取 、 近 年 の 自 然 保 護 運 動 の 展 開 に お い て は 、 従 来 の 森 林 生 態 系 を
資 源 と し て 「 維 持 J し て い く と い う ベ ク ト ル が 働 い て い る の に 対 し 、 1960 年 代 を 中 心 と し
た 広 葉 樹 伐 採 → ス ギ 造 林 に は 、 「 改 変 」 と い う ベ ク ト ル が 働 い て い る 。
今 後 は 、 こ れ ら の 点 を 整 理 し な が ら 、 中 間 集 落 に お け る 森 林 の 資 源 化 と 、 そ の 意 味 を 把 握
し て い く こ と が 課 題 と し て 求 め ら れ る 。
お わ り に : 生 物 多 様 性 と 人 間 に よ る 資 源 化 の 多 様 性
以 上 の 中 間 集 落 に お け る 4 つ の 森 林 利 用 区 分 は 、 森 林 に お け る 生 態 系 ・ 種 の 分 布 と 無 関
係 で は な い 。 例 え ば 、 ① 七 五 岳 国 有 林 地 は 、 屋 久 杉 成 木 ・ 土 埋 木 、 カ ヤ と い っ た 商 品 的 価















例えば、「生物多様性との繋がりの深い社会は、 かく 乱・変動に対する安定性を増し、そ う
した危機を超えて生き延びる…」といった見方が可能なのだろうか 。それとも、より地域
限定的に、より多様かつ異なる形で、生物多様性の維持と、資源化の多様性の「折り合し、」
をつける道を見出さねばならないのだろうか。或いは、双方の多様性を普遍的に融合・内
包させる、「メ タ多様性Jのようなものが概念的に構築されうるのだろうか。今後の取り組
みを通じて、出来ればこうした点にまで考察を広げて見たいと考えている。
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